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間位設置において最大 64N であったが、15°内旋位では最大 285N と約 4 倍に増加した。
15°外旋位では最大 69N とほとんど変化しなかった。脛骨コンポーネントの形状は、
中間位設置では MCL への伸張力に変化を与えなかったが、15°内旋位設置では高拘束
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